
 

 

 

 

 

◆ 今日の授業は… 

雲一つ無い晴天の中、第 2回目の授業が始まりました。吉冨先生はお仕事の都合

で、山口県下関市からのリモートで参加です。 

 

最初にマミオ先生から、前回の振り返り

と、今日の授業内容の説明がありました。 

今日は、御畳瀬地域でフィールドワーク

を行い、撮影した写真をもとに、様々な情

報を書き込んで１人１枚の作品を制作しま

す。作品は、最後に成果品としてフォトブ

ックになること、また１枚の大きな御畳瀬

のロケハンマップを作り展示することも考

えているとお話がありました。 

 

「町に出て感性のアンテナを立て、いろんな物を見て感じてください。そして自分

が一番面白いと思う物を見つけてください」との言葉で締めくくられ、受講生たちは

御畳瀬の町に飛び出しました。 

 

◆ 外に出て、見て、感じよう 

御畳瀬の「北班」と「南班」に分かれて、地図を片手

に、フィールドワークがスタートしました。今回は、こ

うちみませ楽舎の黒笹校長と、見学者の方も参加して一

緒に回ります。講師の吉冨先生も、リモートでフィール

ドワークに参加しました。 

受講生たちは地域を回りながら、それぞれ自分が気に

なった場所を写真に収め、ワークシートや付箋に「場

所」「気がついたこと」「自分が感じた思い」などを付箋

に書き留めていきます。 

自分のまちが好きになる 

アニメーターと行く、 
御畳瀬でロケハン！【２】 



「あ！サギが屋根に止まっている」「お花が綺麗」など、楽しそうにあちこちを見

て、写真を撮っていました。 

 

この日は晴天に恵まれ、太陽の光を受けて漁師町の街並みが輝いています。思わず

写真を撮ってしまいます。すべてが、ここにしかない景色ですね。 

黒笹校長も「御畳瀬は漁師町の海に面した町のイメージだけど、山側の家々の佇ま

いも趣があって面白い。一方で、かなり古びた家もあり、高齢化と人口減少を目の当

たりにした」と、今回のフィールドワークを通して実感されていました。 

 

 

 

◆ 感じたことを言葉にしよう 

１時間のフィールドワークを終え

て、受講生たちは教室に戻り、次の作

業に入ります。撮ってきた写真の中か

ら一枚を選び、その写真の横に付箋で

今日発見したことや感じたことを書き

留め、一枚の作品に仕上げていきま

す。 

 

同じ町で写真を撮っても、人それぞ

れで着眼点はさまざま。年齢が違えば、目線の高さや感じ方も違っています。８歳の

女の子は、港の防波堤の隙間を「校門みたい」と表現。大人からはなかなか出てこな

い言葉ではないでしょうか。 

 

出来上がった作品たちを見て、「この人には、こんなふうに景色が見えているんだな

あ」と、しみじみした気持ちになりました。 

普段は知ることができない、他者の世界観に触れられる。そんな機会にもなります



ね。 

 

 

 

◆ 感じることすべてが正解 

今日の感想として、受講生からは「楽

しかった」「いい天気で暑かった」「時間

が足りないくらいだった」という声が。 

最後に吉冨先生から「今日、街歩きを

していろんな発見をしたと思います。自

分はこんなものが好きなんだな、こんな

事に興味をもっていたんだ、こんな事を

思い出すんだ…など、風景を見つめる中

で『新しい自分』も発見してほしい」と

のコメントがありました。それを聞いて一

人の受講生からは、「昔を知って今を知

る。自分の生活の中で、時代の変化を感じた」という意見がありました。フィールド

ワークから作品に落とし込む作業をする中で、受講生それぞれが気づき、感じたこと

があったようです。 

 

この教室でマミオ先生が伝えたいことは、「街歩きをする中で、あなたが感じること

すべてが正解。そして街を好きになることで、自分自身も好きになってほしい」とい

うこと。多様性が重視される時代で、とても重要な考え方です。 

答えのないものを可視化することの難しさや、みんなと違うことの不安など、普段

とは違う感覚を難しく感じた受講生もいたかもしれません。でも、一つひとつ、自分

が感じたことを受け止めていくと、とても大事なことが学べそうです。 

 

◆次回予告 

次回は、もう一度御畳瀬の町に出て、写真を撮って作品を作ります。１回目のフィ

ールドワークと比べて、どんなふうに自分の「目」が変わっていくのでしょうか。ま

た新たな発見、気付きが出来るといいですね。 
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